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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第60期中 第61期中 第62期中 第60期 第61期

会計期間

自令和元年
　７月１日
至令和元年
　12月31日

自令和２年
　７月１日
至令和２年
　12月31日

自令和３年
　７月１日
至令和３年
　12月31日

自令和元年
　７月１日
至令和２年
　６月30日

自令和２年
　７月１日
至令和３年
　６月30日

売上高 （百万円） 2 － 1 986 928

経常損失(△) （百万円） △44 △41 △32 △136 △207

中間純利益又は中間（当

期）純損失（△）
（百万円） △44 △39 129 △153 △223

持分法を適用した場合の投

資利益
（百万円） － － － － －

資本金 （百万円） 152 152 100 152 152

発行済株式総数 （千株） 250 250 250 250 250

純資産額 （百万円） 1,460 1,298 1,247 1,345 1,116

総資産額 （百万円） 2,515 2,667 2,771 2,557 2,559

１株当たり純資産額 （円） 5,842.16 5,193.31 4,988.78 5,380.29 4,464.22

１株当たり中間純利益金額

又は１株当たり中間（当

期）純損失金額（△）

（円） △179.90 △158.86 519.09 △614.05 △892.17

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益金額
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － － －

自己資本比率 （％） 58.0 48.6 45.0 52.5 43.6

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） △229 △258 △60 446 280

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） △9 △38 △9 △666 △677

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） 49 227 104 128 261

現金及び現金同等物の中間

期末（期末）残高
（百万円） 664 694 662 763 627

従業員数
（人）

50 52 51 51 53

（外　平均臨時雇用者数） （－） （－） （－） （14） （13）

（注）　１．当社は、中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等にかかる主要な経営指標等の推

移については、記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当中間会計期間の期首から適

用しており、当中間会計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等と

なっております。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社及び当社の関係会社が営んでいる事業内容に変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　　　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　令和３年12月31日現在の従業員数は、51名です。

(2）労働組合の状況

　当社の労働組合は全沖縄製糖労働組合の傘下にあって、久米島製糖支部と称し、支部長以下41名です。なお、労

使関係については概ね良好であります。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当中間会計期間において、当社の経営方針・経営戦略等若しくは経営上の目標の達成状況を判断するための客観的

な指標等に重要な変更はありません。

　また、新たに定めた経営方針・経営戦略等若しくは指標等はありません。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当中間会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

　また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

２【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

経営成績等の概要

(1）経営成績

当社の主な営業種目である粗糖の販売が季節的な操業であるため、上半期中には主製品の販売はありません。

なお、当社は、原料用粗糖の製造販売の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はありません。

(2）キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、主製品の粗糖の売上高が発生

しないため、営業活動による資金の減少及び財務活動による資金の増加により、662百万円（前年同期694百万

円）となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは△60百万円(前年同期△258百万円)となりました。これ

は当社主力製品である粗糖の製造販売が下半期に発生するため、上半期は売上高が少なく製造原価・販売管理費

の固定費を補いきれないためであります。また、前年同期比増加の主な要因は税引前中間純利益や未収消費税の

還付によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、△9百万円(前年同期△38百万円)となりました。これ

は主に設備投資によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、104百万円（前年同期227百万円)となりました。これ

は運転資金に充てる短期借入による収入710百万円（前年同期700百万円）、短期借入金の返済による支出610百

万円（前年同期500百万円）によるものであります。
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生産、受注及び販売の実績

(1）生産実績

生産実績につきましては、経営成績等の概要に記載のとおりであります。

 

(2）受注実績

当社は原則として見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

 

(3）販売実績

　当中間会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　なお、当社の事業は、単一セグメントでありセグメント情報を記載してないため、事業部門別に記載しておりま

す。

事業部門 販売高（千円） 前年同期比（％）

糖蜜 1,999 －

合計 1,999 －

（注）前中間会計期間及び当中間会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。

 

相手先
前中間会計期間 当中間会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

伊藤忠製糖株式会社 － － 1,999 100.0
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財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）財政状態の分析

（流動資産）

　当中間会計期間末における流動資産の残高は、1,015百万円（前事業年度末736百万円）となり、279百万円増加

しました。これは、主に未収消費税等の減少があった一方で、仕掛品の計上によるものです。

（固定資産）

　当中間会計期間末における固定資産の残高は、1,755百万円（前事業年度末1,822百万円）となり、67百万円減少

しました。これは、主に有形固定資産の減価償却によるものです。

（流動負債）

　当中間会計期間末における流動負債の残高は、587百万円（前事業年度末504百万円）となり、83百万円増加しま

した。これは、主に短期借入金の増加によるものです。

（固定負債）

　当中間会計期間末における固定負債の残高は、936百万円（前事業年度末938百万円）となり、2百万円減少しま

した。これは、主に退職給付引当金の減少によるものです。

（純資産）

　当中間会計期間末における純資産の残高は、1,247百万円（前事業年度末1,116百万円）となり、131百万円増加

しました。これは、主に中間純利益によるものです。

　なお、令和３年12月17日開催の臨時株主総会における資本金の額の減少決議に基づき、52,500千円をその他資本

剰余金へ振り替え、資本金の額を、100,000千円としております。

 

(2）キャッシュ・フローの状況の分析

「経営成績等の概要（2）キャッシュ・フローの状況」を参照願います。

 

(3）経営成績の分析

「経営成績等の概要（1）経営成績」を参照願います。

 

　　資本の財源及び資金の流動性

　　　当社の運転資金需要のうち主なものは、製造現場に係る人件費・修繕費・外注費のほか、組織全体に係る販売費

　　及び一般管理費であります。また、投資を目的とした資金需要は設備投資等によるものであります。

　　　当社は事業運営上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としております。短期運転資金

　　及び設備資金は自己資金及び金融機関からの短期借入を組み合わせて資金調達を行っております。

　　　なお、当中間会計期間末における借入金及びリース債務を含む有利子負債の残高は1,287百万円となっておりま

　　す。

　　また、当中間会計期間末における現金及び現金同等物の残高は662百万円となっております。

 

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備の新設等

　　当期末における重要な設備計画は次のとおりであります。

事業所名
（所在地）

設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定年月

目的
総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

久米島工場

(沖縄県島尻郡久米島町)

圧搾設備更新

（駆動設備）
850,000 500,000 自己資金及び借入金 令和２年６月 令和４年1月 省エネ

 

(2）重要な設備の除却等

　経常的な設備の更新のための除却等を除き、重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 250,000

計 250,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（令和３年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（令和４年３月30日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 250,000 250,000 該当事項はありません。
単元株制度を採用

しておりません。

計 250,000 250,000 － －

（注）当社の株式は譲渡制限株式であり、株式を譲渡するには取締役会の承認が必要となります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 令和３年12月31日

（注）
－ 250 △52,500 100,000 － －

（注）令和３年12月17日開催の臨時株主総会における資本金の額の減少決議により、その他資本剰余金へ振り替えた

ものであります。
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（５）【大株主の状況】

  令和３年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

伊藤忠製糖株式会社 愛知県碧南市玉津浦町３番地 62,500 25.00

上江洲　貴一 沖縄県豊見城市 40,000 16.00

第一糖業株式会社 宮崎県日向市日知屋17371番地 24,600 9.84

吉濱　健 沖縄県那覇市 15,000 6.00

株式会社琉球銀行 沖縄県那覇市久茂地１丁目11番１号 12,500 5.00

盛吉　秀也 沖縄県島尻郡久米島町 11,650 4.66

吉永　博之 沖縄県島尻郡久米島町 11,302 4.52

上江洲　智一 沖縄県豊見城市 7,403 2.96

富村　盛男 沖縄県島尻郡久米島町 6,450 2.58

琉球肥料株式会社 沖縄県沖縄市海邦町３番地15 5,500 2.20

計 － 196,905 78.76

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和３年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式250,000 250,000 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 250,000 － －

総株主の議決権 － 250,000 －

 

②【自己株式等】

令和３年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号）

に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（令和３年７月１日から令和３年12月

31日まで）の中間財務諸表について、公認会計士　有銘寛之氏により中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について
　当社は子会社はありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。

EDINET提出書類

久米島製糖株式会社(E00367)

半期報告書

11/32



１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和３年６月30日)
当中間会計期間
(令和３年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 627,915 662,997

棚卸資産 11,677 16,703

仕掛品 － ※１ 290,235

未収消費税等 87,525 －

その他 9,420 ※２ 45,796

流動資産合計 736,538 1,015,732

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 70,121 66,990

構築物（純額） 43,349 41,621

機械及び装置（純額） 638,118 574,583

土地 20,549 20,549

建設仮勘定 250,000 250,000

その他（純額） 11,886 11,730

有形固定資産合計 ※３,※４ 1,034,025 ※３,※４ 965,474

無形固定資産   

ソフトウエア 4,113 4,115

その他 188 188

無形固定資産合計 4,301 4,303

投資その他の資産   

投資有価証券 63,656 65,023

長期性預金 700,000 700,000

その他 20,702 20,702

投資その他の資産合計 784,358 785,725

固定資産合計 1,822,686 1,755,503

資産合計 2,559,224 2,771,236

負債の部   

流動負債   

短期借入金 300,000 400,000

１年内返済予定の長期借入金 ※４ 128,104 ※４ 128,054

賞与引当金 29,872 3,390

リース債務 1,028 949

未払法人税等 822 225

その他 44,348 54,859

流動負債合計 504,174 587,477

固定負債   

長期借入金 752,926 758,356

リース債務 791 316

退職給付引当金 141,088 134,394

役員退職慰労引当金 2,002 1,309

その他 42,186 42,186

固定負債合計 938,994 936,562

負債合計 1,443,169 1,524,040
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(令和３年６月30日)
当中間会計期間
(令和３年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 152,500 100,000

資本剰余金   

その他資本剰余金 － 52,500

資本剰余金合計 － 52,500

利益剰余金   

利益準備金 9,500 9,500

その他利益剰余金   

設備改善積立金 77,000 77,000

別途積立金 680,000 680,000

繰越利益剰余金 205,985 335,759

利益剰余金合計 972,485 1,102,259

株主資本合計 1,124,985 1,254,759

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △8,930 △7,563

評価・換算差額等合計 △8,930 △7,563

純資産合計 1,116,055 1,247,195

負債純資産合計 2,559,224 2,771,236
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　令和２年７月１日
　至　令和２年12月31日)

当中間会計期間
(自　令和３年７月１日
　至　令和３年12月31日)

売上高 － ※１ 1,999

売上原価 － 1,687

売上総利益 － 311

販売費及び一般管理費 43,509 39,431

営業損失（△） △43,509 △39,119

営業外収益 ※２ 4,461 ※２ 9,226

営業外費用 ※３ 2,887 ※３ 2,965

経常損失（△） △41,936 △32,858

特別利益 ※４ 2,933 ※４ 163,059

特別損失 ※５ 309 －

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） △39,312 130,201

法人税、住民税及び事業税 402 428

法人税等調整額 － －

法人税等合計 402 428

中間純利益又は中間純損失（△） △39,715 129,773
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　令和２年７月１日　至　令和２年12月31日）

      (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

利益剰余金

株主資本合
計

 

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 
設備改善積
立金

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 152,500 9,500 200,000 680,000 306,029 1,195,529 1,348,029

当中間期変動額        

中間純損失△     △39,715 △39,715 △39,715

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額）

       

当中間期変動額合計 － － － － △39,715 △39,715 △39,715

当中間期末残高 152,500 9,500 200,000 680,000 266,314 1,155,814 1,308,314

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △2,956 △2,956 1,345,073

当中間期変動額    

中間純損失△   △39,715

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額）

△7,028 △7,028 △7,028

当中間期変動額合計 △7,028 △7,028 △46,744

当中間期末残高 △9,985 △9,985 1,298,328
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当中間会計期間（自　令和３年７月１日　至　令和３年12月31日）

        (単位：千円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金合計 利益剰余金

 
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 
設備改善積
立金

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 152,500 － － 9,500 77,000 680,000 205,985 972,485

当中間期変動額         

中間純利益       129,773 129,773

資本金から剰余金への振替 △52,500 52,500 52,500      

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額）

        

当中間期変動額合計 △52,500 52,500 52,500 － － － 129,773 129,773

当中間期末残高 100,000 52,500 52,500 9,500 77,000 680,000 335,759 1,102,259

 

     

 株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
 

株主資本合
計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 1,124,985 △8,930 △8,930 1,116,055

当中間期変動額     

中間純利益 129,773   129,773

資本金から剰余金への振替 －   －

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額）

 1,367 1,367 1,367

当中間期変動額合計 129,773 1,367 1,367 131,140

当中間期末残高 1,254,759 △7,563 △7,563 1,247,195
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　令和２年７月１日
　至　令和２年12月31日)

当中間会計期間
(自　令和３年７月１日
　至　令和３年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） △39,312 130,201

減価償却費 69,986 80,286

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,329 △26,482

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,103 △6,693

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 231 △693

固定資産売却損益（△は益） － △3,059

固定資産除却損 309 －

その他の特別損益（△は益） △2,933 △160,000

受取利息及び受取配当金 △1,151 △1,316

その他の営業外収益 △3,310 △7,910

支払利息 2,887 2,965

売上債権の増減額（△は増加） 1,634 －

棚卸資産の増減額（△は増加） △270,053 △295,261

未収消費税等の増減額（△は増加） 12,036 87,525

その他の資産の増減額（△は増加） △4,370 △36,352

その他の負債の増減額（△は減少） 2,356 27,345

小計 △245,914 △209,443

利息及び配当金の受取額 1,151 1,316

利息の支払額 △1,739 △1,750

その他の営業外収益の受取額 3,606 7,550

その他の特別利益の受取額 2,933 160,000

その他の支出 △17,420 △18,000

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △627 △310

営業活動によるキャッシュ・フロー △258,011 △60,638

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △37,918 △11,093

有形固定資産の売却による収入 － 3,060

無形固定資産の取得による支出 △270 △1,072

投資活動によるキャッシュ・フロー △38,188 △9,105

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 700,000 710,000

短期借入金の返済による支出 △500,000 △610,000

長期借入れによる収入 28,000 5,380

リース債務の返済による支出 △568 △553

財務活動によるキャッシュ・フロー 227,431 104,826

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △68,768 35,082

現金及び現金同等物の期首残高 763,573 627,915

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 694,805 ※ 662,997
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1）有価証券

関連会社株式

移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

(2）棚卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっております。

ア　仕掛品・副産物

総平均法

イ　貯蔵品

最終仕入原価法

 

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

機械及び装置については定率法を採用し、その他はすべて定額法を採用しております。

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

(2）無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。なお自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５

年）に基づいております。

(3）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

３．引当金の計上基準

(1）賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給見込額の当中間会計期間負担額を計上して

おります。

(2）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間期末

自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(3）役員退職慰労引当金

監査役の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく中間期末要支給額を計上してお

ります。

 

４．重要な収益及び費用の計上基準

当社は原料用粗糖の製造販売を主な事業として、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

 

５．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に満期日又は償還期限の到来する短期投資からなっております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。）等を当中間会計期間の期首から適

用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込ま

れる金額で収益を認識することといたしました。

なお、当会計基準の適用による中間財務諸表に与える影響はありません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当中間会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる中間財務諸表に与える影響はありま

せん。

また、「金融商品関係」注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注記を行うこ

とといたしました。ただし、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」（令和２年３月６日内閣府令第９号）附則第３条第２項により、経過的な取扱いに従って、当該注記のうち

前事業年度に係るものについては記載しておりません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前事業年度の有価証券報告書（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定につい

て重要な変更はありません。
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（中間貸借対照表関係）

※１　仕掛品

　当社の主な営業種目である粗糖の販売が季節的な産業であるため、上半期中には主製品の販売はありま

せん。従いまして、上半期中の売上原価を構成する製造原価は仕掛品として計上しております。その主な

内訳は次のとおりであります。

 
前事業年度

（令和３年６月30日）
当中間会計期間

（令和３年12月31日）

補助材料費 －千円 15,877千円

労務費 － 124,352

修理費 － 17,374

減価償却費 － 77,895

その他経費 － 54,734

計 － 290,235

 

※２　消費税等の取扱い

　当中間会計期間において、仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、流動資産のその他に含めて表

示しております。

 

※３　有形固定資産の減価償却累計額

 
前事業年度

（令和３年６月30日）
当中間会計期間

（令和３年12月31日）

　 2,445,592千円 2,519,608千円

 

※４　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（令和３年６月30日）
当中間会計期間

（令和３年12月31日）

建物 68,037千円 64,923千円

構築物 37,504 36,019

機械及び装置 623,857 556,705

土地 19,432 19,432

計 748,832 677,081

 

　担保付債務は、次のとおりであります。

 
 

前事業年度
（令和３年６月30日）

当中間会計期間
（令和３年12月31日）

１年内返済予定の長期借入金 31,500千円 31,500千円
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（中間損益計算書関係）

※１　当社の売上高は、通常の事業の形態として操業が下半期に集中しているため、事業年度の上半期売上高

と下半期売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。

 

　　　　　※２　営業外収益のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和２年７月１日
至　令和２年12月31日）

当中間会計期間
（自　令和３年７月１日
至　令和３年12月31日）

受取配当金 1,050千円 1,200千円

受取賃貸料 1,264 1,601

 

　　　　　※３　営業外費用のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和２年７月１日
至　令和２年12月31日）

当中間会計期間
（自　令和３年７月１日
至　令和３年12月31日）

支払利息 2,887千円 2,965千円

 

　　　　　※４　特別利益のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和２年７月１日
至　令和２年12月31日）

当中間会計期間
（自　令和３年７月１日
至　令和３年12月31日）

受取保険金 2,933千円 －千円

機械及び装置売却益 － 3,059

受取補償金 － 160,000

 

 

　　　　　※５　特別損失のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和２年７月１日
至　令和２年12月31日）

当中間会計期間
（自　令和３年７月１日
至　令和３年12月31日）

固定資産除却損 309千円 －千円

 

　　　　　　６　減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　令和２年７月１日
至　令和２年12月31日）

当中間会計期間
（自　令和３年７月１日
至　令和３年12月31日）

有形固定資産 68,938千円 79,215千円

無形固定資産 1,047 1,070
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　令和２年７月１日　至　令和２年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当中間会計期間増
加株式数（株）

当中間会計期間減
少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 250,000 － － 250,000

合計 250,000 － － 250,000

 

２．自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和３年７月１日　至　令和３年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当中間会計期間増
加株式数（株）

当中間会計期間減
少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 250,000 － － 250,000

合計 250,000 － － 250,000

 

２．自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

 

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前中間会計期間

（自　令和２年７月１日
至　令和２年12月31日）

当中間会計期間
（自　令和３年７月１日
至　令和３年12月31日）

現金及び預金勘定 694,805千円 662,997千円

現金及び現金同等物 694,805 662,997
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（リース取引関係）

1.ファイナンス・リース取引

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

　①リース資産の内容

　　有形固定資産

　　　ノートパソコン

　　　クレーン車

　②リース資産の減価償却の方法

　　重要な会計方針「２.固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

２．オペレーティング・リース取引

　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

１．金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度（令和３年６月30日）

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1) 投資有価証券（※2） 43,375 43,375 －

　資産計 43,375 43,375 －

(2）長期借入金（※3） 881,030 881,514 484

(3) リース債務

   (流動負債，固定負債)
1,819 1,814 △5

　負債計 882,849 883,328 479

（※1）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため、「長期性預金」、
「短期借入金」については、短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似するものでることから、記
載を省略しております。

（※2）以下の金融商品は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「（1）投
資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

区分 前事業年度（千円）

非上場株式 20,281

（※3）長期借入金には1年以内返済予定の長期借入金も含まれております。

 

当中間会計期間（令和３年12月31日）

 
中間貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）投資有価証券（※2） 44,742 44,742 －

　資産計 44,742 44,742 －

(2）長期借入金（※3） 886,410 886,888 478

(3) リース債務

   (流動負債，固定負債)
1,266 1,263 △3

　負債計 887,676 888,151 475

（※1）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため、「長期性預金」、
「短期借入金」については、短期間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似するものでることから、記
載を省略しております。

（※2）市場価格のない株式等は、「（1）投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の中間貸借対照
表計上額は以下のとおりであります。

区分 当中間会計期間（千円）

非上場株式 20,281

（※3）長期借入金には1年以内返済予定の長期借入金も含まれております。
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２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し

ております。

　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定

の対象となる資産又は負債に関する相場価格より算定した時価

　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係る

インプットを用いて算定した時価

　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

（１）時価で中間貸借対照表に計上している金融商品

当中間会計期間（令和３年12月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券     

　　株式 44,742 － － 44,742

資産計 44,742 － － 44,742

 

（２）時価で中間貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

当中間会計期間（令和３年12月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 － 886,888 － 886,888

リース債務 － 1,263 － 1,263

負債計 － 888,151 － 888,151

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

 

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル

１の時価に分類しております。
 
長期借入金及びリース債務

　これらの時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定しており、レ

ベル２の時価に分類しております。
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（有価証券関係）

１．子会社株式及び関連会社株式

　関連会社株式（当中間会計期間の中間貸借対照表計上額は75千円、前事業年度の貸借対照表計上額は75千円）

は、市場価格のない株式等であることから、記載しておりません。

 

２．その他有価証券

前事業年度（令和３年６月30日）

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

貸借対照表計上額が取

得原価を超えないもの

(1）株式 43,375 52,305 △8,930

(2）債券 － － －

(3）その他 － － －

小計 43,375 52,305 △8,930

合計 43,375 52,305 △8,930

（注）非上場株式（貸借対照表計上額20,281千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認

められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

当中間会計期間（令和３年12月31日）

 種類
中間貸借対照表計

上額
（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

 中間貸借対照表計上額

 が取得原価を超えない

 もの

 (1）株式 44,742 52,305 △7,563

 (2）債券 － － －

 (3）その他 － － －

小計 44,742 52,305 △7,563

合計 44,742 52,305 △7,563

（注）市場価格のない株式（中間貸借対照表計上額20,281千円）は、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　関連会社の重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。

 

（賃貸等不動産関係）

　該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

収益認識に関する会計基準等の対象となる収益に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　令和２年７月１日　至　令和２年12月31日）

当社は、原料用粗糖の製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　令和３年７月１日　至　令和３年12月31日）

当社は、原料用粗糖の製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

【関連情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　令和２年７月１日　至　令和２年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　該当事項はありません。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 

(2）有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　令和３年７月１日　至　令和３年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

当社は、単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超え

るため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 

(2）有形固定資産

　本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

顧客の名称又は氏名 売上高（千円） 関連するセグメント名

伊藤忠製糖株式会社 1,999 原料用粗糖の製造販売

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間（自　令和２年７月１日　至　令和２年12月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和３年７月１日　至　令和３年12月31日）

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間（自　令和２年７月１日　至　令和２年12月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和３年７月１日　至　令和３年12月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間（自　令和２年７月１日　至　令和２年12月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　令和３年７月１日　至　令和３年12月31日）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益金額又は１株当たり中間純損失金額及び算定上の基礎、並びに１株当たり純資産額及び

算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　令和２年７月１日
至　令和２年12月31日）

当中間会計期間
（自　令和３年７月１日
至　令和３年12月31日）

１株当たり中間純利益金額又は1株当たり中間純損

失金額（△）
△158.86円 519.09円

（算定上の基礎）   

中間純利益金額又は中間純損失金額（△）

（千円）
△39,715 129,773

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益金額又は中間純損失

金額（△）（千円）
△39,715 129,773

普通株式の期中平均株式数（千株） 250 250

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 
前事業年度

（令和３年６月30日）
当中間会計期間

（令和３年12月31日）

１株当たり純資産額 4,464.22円 4,988.78円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 1,116,055 1,247,195

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
1,116,055 1,247,195

普通株式の発行済株式数(千株） 250 250

普通株式の自己株式数(千株） － －

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間

期末（期末）の普通株式の数（千株）
250 250

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1) 有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第61期）（自　令和２年７月１日　至　令和３年６月30日）令和３年９月30日沖縄総合事務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  令和４年３月29日

久米島製糖株式会社    

取締役会　御中  

 

 有銘公認会計士事務所

 沖縄県那覇市

 公認会計士 有銘　寛之

中間監査意見

　私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている久米

島製糖株式会社の令和３年７月１日から令和４年６月30日までの第62期事業年度の中間会計期間（令和３年７月１日から

令和３年12月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算

書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

　私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、久米

島製糖株式会社の令和３年12月31日現在の財務状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（令和３年７月１日から令

和３年12月31日まで）の経営成績及びキャッシュフローの状況に関する有用な情報を表示をしているものと認める。

 

中間監査意見の根拠

　私は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準にお

ける私の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、中間監査

の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表の監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体としての中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から

中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は

集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され

る。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見

表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省

略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手

続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

記事項の妥当性を評価する。

EDINET提出書類

久米島製糖株式会社(E00367)

半期報告書

31/32



・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付

ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事項

に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対

して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告日までに入手した監査証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において、一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基

礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

　　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重

要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその事項について報告を行う。

　　監査人は、監査役に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人

の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じてい

る場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

以　上

 

　（注）１．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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